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1. 国内企業物価指数（前年比）は引き続き伸びが鈍化 

日本銀行が 9 月 13 日に発表した企業物価指数による

と、2023年 8月の国内企業物価の前年比は 3.2％（7月：

同 3.4％）と 8ヵ月連続で伸びが鈍化した。 

内訳をみると 23類別中、20類別が上昇し、3類別が低

下した。石油・石炭製品は前年比 7.5％（7月：同 1.8％）

と大きく伸びを高めた。政府が 6 月以降、燃料油価格へ

の補助金を段階的に縮小していることが上昇の主因であ

る。非鉄金属は同 6.7％（7月：同 5.6％）と前月から伸

びを高めた。一方、電力・都市ガス・水道が前年比▲10.9％

（7月：同▲3.6％）とマイナス幅が大きく拡大し、化学

製品が同▲2.8％（7月：同▲3.9）と引き続きマイナスと

なったことが全体を押し下げた。 

国内企業物価の前月比は 8月に 0.3％（7月：同 0.1％）と 2ヵ月連続でプラスとなり、夏季電力

料金引き上げの影響を除くと 4 ヵ月ぶりにプラスに転じた。内訳をみると 23 類別中、14類別が上

昇し、7 類別が低下、2 類別で横ばいとなった。電力・都市ガス・水道が前月比▲3.9％（7 月：同

▲2.0）と 4ヵ月連続でマイナスとなった。一方、石油・石炭製品は前月比 5.2％（7月：同 2.0％）

と前月から伸びを高め、化学製品が同 0.6％（7月：同▲0.3）と 6ヵ月ぶりにプラスに転じたこと

が、全体のプラスに寄与した。 
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前月比 前年比 前月比 前年比 前月比 前年比

22年 7月 0.8 9.5 1.1 19.8 2.9 49.5

8月 0.4 9.8 -2.3 17.4 -2.1 43.1

9月 0.9 10.4 2.9 20.2 5.3 48.7

10月 1.0 9.7 1.1 18.7 -0.3 42.3

11月 0.8 10.0 -2.0 15.1 -5.3 28.0

12月 0.6 10.6 -3.3 12.1 -4.6 22.2

23年 1月 0.0 9.5 -2.1 9.0 -4.4 17.0

2月 -0.3 8.3 1.5 9.4 0.8 15.0

3月 0.1 7.4 0.7 7.1 -1.5 9.4

4月 0.3 5.8 0.2 1.8 -3.0 -3.7

5月 -0.7 5.1 1.7 2.0 2.1 -5.4

6月 -0.1 4.1 1.4 0.7 -1.4 -11.5

7月 0.1 3.4 -0.2 -0.5 -0.6 -14.4

8月 0.3 3.2 1.9 3.7 0.9 -11.8

（資料）日本銀行「企業物価指数」

企業物価指数の推移
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2. 輸入物価（契約通貨ベース）は下落が続く 

2023 年 8 月の輸入物価は、契約通貨ベースで

は前月比▲0.9％（7月：同▲0.6％）と 11ヵ月連

続のマイナスとなった。また、2023年 8月の円相

場（対ドル）は前月比 2.5％とプラスとなったこ

とで、円ベースでは同 0.9％（7月：同▲0.6％）

と 3ヵ月ぶりにプラスに転じた。円ベースの前年

比は▲11.8％（7月：▲14.4％）と 3ヵ月連続で

二桁のマイナスとなった。 

契約通貨ベースで輸入物価の内訳をみると、10

類別中 4類別でプラス、1類別で横ばい、5類別でマイナスとなった。繊維品は前月比 0.4％（7月：

同▲0.7％）と 2 ヵ月ぶりにプラスに転じた。一方、石油・石炭製品は前月比▲2.8％（7 月：同▲

0.8％）11 ヵ月連続でマイナスとなったほか、金属・同製品は同▲0.9.％（7 月：同▲0.8％）と 3

ヵ月連続のマイナスとなった。輸入物価は引き続き前年比では大幅なマイナスとなるが、足もとの

原油価格の上昇と円安の進行を受けて、前月比ではプラスを維持するだろう。 

 

3. 今後も国内企業物価指数（前年比）は縮小 

国内企業物価指数（前年比）は 8ヵ月連続で伸

びが鈍化し、3％台の伸びが続いている。資源高

の一服により、輸入物価（前年比）は 11 ヵ月連

続のマイナスとなった。ただし、足もとでは原油

価格が上昇し、円安が進行しているため、輸入物

価の下落に歯止めがかかる可能性が高い。 

物価上昇圧力は依然として残っているが、国内

企業物価（前年比）の先行きは前年の高い伸びの

裏がでることもあり、さらに縮小するだろう。 
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